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名
古
屋
市
の
高
速
道
路
で

大
型
バ
ス
の
横
転
・
火
災
事

故
が
発
生
し
た
。
燃
え
方
が

激
し
く
、
死
者
も
出
た
た

め
、
ニ
ュ
ー
ス
等
で
ひ
と
し

き
り
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
本
稿
で
は
、
あ
の
事
故

を
踏
ま
え
、
最
近
の
自
動
車

火
災
の
傾
向
な
ど
を
見
て
み

る
こ
と
と
し
た
い
。

名
古
屋
の
バ
ス
横
転
・
火
災

事
故８

月
22
日
の
午
前
10
時
過

ぎ
、
名
古
屋
高
速
道
路
小
牧

線
で
バ
ス
が
横
転
・
炎
上

し
、
２
人
が
死
亡
し
た
。
消

防
隊
が
着
い
た
時
点
で
既
に

バ
ス
全
体
に
火
が
回
っ
て
い

て
、
追
突
し
た
乗
用
車
も
出

火
し
て
お
り
、
人
命
救
助
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
バ
ス
に

は
８
人
が
乗
っ
て
お
り
、
こ

の
う
ち
乗
客
６
人
は
自
力
で

脱
出
し
た
が
、
運
転
手
と
乗

客
一
人
が
亡
く
な
っ
た
。

横
転
事
故
の
直
前
に
バ
ス

が
蛇
行
運
転
を
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
運
転
手
が
何
ら
か

の
原
因
で
運
転
操
作
不
能
に

な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
報

じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
車

体
の
前
方
底
部
か
ら
出
火
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
火
の

原
因
は
、
バ
ス
が
中
央
分
離

帯
に
乗
り
上
げ
た
と
き
車
体

の
底
部
に
あ
る
燃
料
タ
ン
ク

や
配
管
な
ど
が
損
傷
し
て
燃

料
漏
れ
が
起
き
、
そ
れ
に
衝

突
の
火
花
が
引
火
し
た
の
で

は
な
い
か
、
な
ど
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。

自
動
車
の
衝
突
等
に
よ
る
火

災
自
動
車
に
は
ガ
ソ
リ
ン
や

軽
油
な
ど
の
燃
料
が
積
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
交
通

事
故
等
に
よ
り
、
燃
料
タ
ン

ク
や
配
管
・
継
ぎ
目
な
ど
が

破
損
す
る
と
燃
料
が
漏
出

し
、
何
ら
か
の
火
源
が
あ
れ

ば
容
易
に
着
火
し
て
火
災
に

な
る
。

図
１
は
、
最
近
の
交
通
事

故
に
よ
る
出
火
件
数
と
交
通

事
故
１
万
件
当
た
り
の
出
火

件
数
を
見
た
も
の
で
あ
る
。

２
０
１
８
年
の
交
通
事
故
に

よ
る
出
火
件
数
は
１
３
２
件

で
、
こ
の
期
間
の
ピ
ー
ク
だ

っ
た
２
０
０
０
年
（
５
６
７

件
）
の
４
分
の
１
以
下
と
な

っ
て
い
る
。た
だ
し
、交
通
事

故
１
万
件
当
た
り
の
出
火
件

数
（
出
火
率
）
で
見
る
と
、

こ
の
期
間
の
ピ
ー
ク
は
１
９

９
６
年
（
７
・
２
件
／
１
万

件
）
で
、
そ
の
後
急
減
す
る

が
、２
０
０
７
年
（
３
・
２
件

／
１
万
件
）
以
降
は
横
ば
い

に
転
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

一
つ
は
交
通
事
故
も
２
０
０

４
年
（
９
５
３
千
件
）
を
ピ

ー
ク
に
急
減
し
て
２
０
１
８

年
（
４
３
１
千
件
）
に
は
ピ

ー
ク
時
の
半
分
以
下
に
な
っ

て
い
る
た
め
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。

交
通
事
故
が
起
き
て
も
出

火
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
燃
料
タ
ン
ク
や
配

管
・
接
続
部
等
の
構
造
・
材

料
や
位
置
、
こ
れ
ら
が
破
損

し
た
場
合
の
燃
料
漏
出
防
止

対
策
な
ど
の
技
術
的
工
夫
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
そ
の
よ

う
な
技
術
改
良
が
１
９
９
０

年
代
の
半
ば
に
始
ま
り
、
２

０
０
０
年
代
の
半
ば
ま
で
続

き
、
以
後
は
大
き
く
は
進
ん

で
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
動
き

は
、
後
述
す
る
自
動
車
火
災

全
体
の
推
移
と
合
わ
せ
て
考

え
る
と
よ
く
わ
か
る
。

自
動
車
火
災
は
増
え
て
い
る

の
か
減
っ
て
い
る
の
か

自
動
車
は
、近
年
、燃
費
改

善
の
観
点
か
ら
軽
量
化
が
至

上
命
題
と
さ
れ
て
お
り
、
従

来
は
鉄
や
金
属
で
作
ら
れ
て

い
た
部
分
が
急
速
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
置
き
換
わ
っ
て
い

る
。
ま
た
、
自
動
車
で
用
い

ら
れ
る
電
気
の
使
用
量
が
増

え
て
、
電
気
火
災
の
潜
在
的

リ
ス
ク
は
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
車
両
の
出
火

危
険
は
増
大
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
一
方
、
難
燃

化
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

用
い
る
な
ど
、
出
火
防
止
の

努
力
も
な
さ
れ
て
お
り
、
規

制
強
化
も
行
わ
れ
て
い
る
。

自
動
車
火
災
は
、
増
え
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
、
減
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

図
２
は
、
日
本
の
車
両
火

災
（
列
車
火
災
等
を
含
む
）

件
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の

で
、
１
９
７
５
年
頃
か
ら
急

増
し
た
が
、
２
０
０
０
年
頃

を
ピ
ー
ク
に
急
減
し
、
現
在

で
は
ピ
ー
ク
時
の
半
分
程
度

に
減
少
し
て
い
る
。

図
３
は
、
自
動
車
保
有
台

数
１
万
台
当
た
り
の
車
両
火

は
２
４
２
件
と
、
な
ん
と
９

分
の
１
程
度
に
急
減
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
放
火
以
外
の

原
因
に
よ
る
車
両
火
災
も
、

ピ
ー
ク
は
２
０
０
０
年
（
６

３
５
１
件
）
で
２
０
１
８
年

に
は
３
４
１
８
件
と
半
分
近

く
に
急
減
し
て
い
る
の
で
、

２
０
０
０
年
頃
か
ら
の
車
両

火
災
の
急
減
に
は
、
放
火
火

災
以
外
に
も
大
き
な
要
因
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
普

及
に
伴
い
、
車
両
火
災
に
限

ら
ず
全
て
の
放
火
火
災
が
こ

の
頃
を
境
に
急
減
し
て
い

る
。
全
火
災
で
見
た
放
火
火

災
件
数
の
ピ
ー
ク
は
２
０
０

２
年
（
１
４
５
５
３
件
）
だ

が
。
２
０
１
８
年
に
は
４
７

６
１
件
と
、
３
分
の
１
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
時

期
に
、
放
火
だ
け
で
な
く
窃

盗
犯
の
数
な
ど
も
急
減
し
て

い
る
。

製
造
物
責
任
法
と
難
燃
化
の

進
展１

９
９
４
年
に
製
造
物
責

任
法
（
Ｐ
Ｌ
法
）
が
制
定
さ

れ
た
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、

製
造
物
の
欠
陥
が
原
因
で
生

命
、
身
体
、
財
産
が
損
害
を

被
っ
た
場
合
、
被
害
者
は
製

造
物
の
欠
陥
を
立
証
す
れ
ば

製
造
業
者
等
に
対
し
て
損
害

賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た

め
、
危
機
感
を
持
っ
た
製
造

業
各
社
は
一
斉
に
対
策
に
動

き
、
自
動
車
会
社
も
同
様
だ

っ
た
。
そ
の
一
つ
が
、
ア
メ

リ
カ
な
ど
に
比
べ
て
遅
れ
て

い
た
内
装
の
難
燃
化
や
、
電

気
火
災
防
止
対
策
、
衝
突
時

の
発
火
防
止
対
策
の
推
進
で

災
件
数
（
車
両
火
災
発
生

率
）
の
推
移
で
あ
る
。

 

こ
れ
を
見
る
と
、
日
本
の

車
両
火
災
発
生
率
は
、

（
１
）
の
時
期
の
10
年
間
に

５
分
の
１
に
急
減

（
２
）
の
時
期
の
25
年
間
は

ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

（
３
）
の
時
期
に
再
び
急
減

に
転
じ
、
２
０
１
８
年
に
は

２
０
０
０
年
に
比
べ
半
分
以

下
に
減
少
と
い
う
特
徴
的
な

変
化
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

（
２
）
の
時
期
に
車
両
火

災
発
生
率
が
ほ
ぼ
変
わ
ら
な

か
っ
た
た
め
、
図
２
で
見
る

よ
う
に
同
時
期
に
自
動
車
数

が
増
加
し
た
分
だ
け
車
両
火

災
件
数
も
増
加
し
た
が
、
２

０
０
０
年
以
降
は
車
両
火
災

あ
る
。
そ
の
動
き
に
合
わ
せ

る
よ
う
に
、
１
９
９
３
年
に

「
内
装
材
料
の
難
燃
性
の
技

術
基
準
」が
運
輸
省（
当
時
）

自
動
車
局
長
通
達
と
し
て
定

め
ら
れ
、
２
０
０
３
年
に
は

国
道
交
通
省
告
示
と
な
っ
て

義
務
化
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
こ
の
時
期
を

境
に
、
難
燃
化
義
務
の
対
象

と
な
っ
た
座
席
、
天
井
張

り
・
内
張
り
等
の
内
装
な
ど

を
出
火
箇
所
と
す
る
車
両
火

災
は
ほ
ぼ
半
減
し
た
。
ま

た
、
義
務
対
象
に
当
た
ら
な

い
も
の
の
う
ち
、
電
気
配
線

類
、
エ
ン
ジ
ン
、
ボ
デ
ィ
、

バ
ン
パ
ー
、
車
体
塗
装
部
な

ど
か
ら
の
出
火
も
同
時
期
に

ほ
ぼ
半
減
し
、
各
社
が
こ
れ

ら
の
部
分
に
つ
い
て
自
主
的

に
出
火
防
止
対
策
を
講
じ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

自
動
車
の
出
火
防
止
対
策
は

進
ん
で
い
る

以
上
見
て
来
た
よ
う
に
、

衝
突
起
因
の
火
災
も
含
め

て
、
自
動
車
全
体
の
出
火
防

止
対
策
は
相
当
進
ん
で
い

る
。
国
土
交
通
省
の
資
料
に

よ
れ
ば
、
バ
ス
の
火
災
は
毎

年
10
～
20
件
程
度
だ
が
、
出

火
原
因
と
し
て
交
通
事
故
は

入
っ
て
い
な
い
。
名
古
屋
の

バ
ス
火
災
を
見
て
心
配
に
な

っ
た
方
も
多
い
か
も
知
れ
な

い
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
う
心

配
す
る
状
況
で
は
な
い
。
た

だ
、
電
気
自
動
車
、
水
素
自

動
車
な
ど
新
し
い
タ
イ
プ
の

自
動
車
が
増
え
て
来
る
と
、

ま
た
新
た
な
火
災
リ
ス
ク
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

に
は
留
意
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
。

発
生
率
が
急
減
し
た
た
め
、

自
動
車
数
は
依
然
と
し
て
増

加
し
て
い
た
（
自
動
車
数
が

減
少
又
は
横
ば
い
に
な
る
の

は
２
０
０
８
年
以
降
）
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
車
両
火
災
件

数
は
急
減
し
て
い
る
（
図

２
）。図３

で
、（
１
）
の
時
期
に

車
両
火
災
発
生
率
が
急
減
し

て
い
る
の
は
、
こ
の
時
期
に

日
本
の
自
動
車
の
性
能
が
急

激
に
向
上
し
、
エ
ン
ジ
ン
や

燃
料
系
統
、
電
気
系
統
な
ど

の
安
全
対
策
も
急
速
に
進
歩

し
て
、
出
火
率
も
急
減
し
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。（
２
）

で
車
両
火
災
発
生
率
が
横
ば

い
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
１

９
７
５
年
頃
に
そ
の
よ
う
な

安
全
対
策
の
向
上
が
一
段
落

し
、
以
後
は
し
ば
ら
く
一
定

の
性
能
が
維
持
さ
れ
る
状
態

が
続
い
た
と
考
え
れ
ば
理
解

で
き
る
。

そ
れ
で
は
、（
３
）
の
時
期

に
再
び
車
両
火
災
発
生
率
が

急
減
し
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う

か
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
普
及
に
よ
る

放
火
の
急
減

２
０
０
０
年
頃
以
降
に
車

両
火
災
発
生
率
が
急
減
し
た

大
き
な
理
由
の
一
つ
は
、
こ

の
時
期
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
が

普
及
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
抑
止
力
で
放
火
火
災
が
急

減
し
た
こ
と
で
あ
る
。
放
火

（
放
火
の
疑
い
を
含
む
）
に

よ
る
車
両
火
災
件
数
の
ピ
ー

ク
は
２
０
０
１
年
（
２
１
３

５
件
）だ
が
、２
０
１
８
年
に

地
水
火
風
牧
野

恒
一

被
害
額
は
約
３
７
０
０
億
円

被
害
額
は
約
３
７
０
０
億
円

被
害
額
は
約
３
７
０
０
億
円

0 
1000 
2000 
3000 
4000 
5000 
6000 
7000 
8000 
9000 

19
66

 
19

68
 

19
70

 
19

72
 

19
74

 
19

76
 

19
78

 
19

80
 

19
82

 
19

84
 

19
86

 
19

88
 

19
90

 
19

92
 

19
94

 
19

96
 

19
98

 
20

00
 

20
02

 
20

04
 

20
06

 
20

08
 

20
10

 
20

12
 

20
14

 
20

16
 

20
18

 

 

0.0  

1.0  

2.0  

3.0  

4.0  

5.0  

6.0  

7.0  

8.0  

0 

100 

200 

300 

400 

500 

600 

19
95

 
19

96
 

19
97

 
19

98
 

19
99

 
20

00
 

20
01

 
20

02
 

20
03

 
20

04
 

20
05

 
20

06
 

20
07

 
20

08
 

20
09

 
20

10
 

20
11

 
20

12
 

20
13

 
20

14
 

20
15

 
20

16
 

20
17

 
20

18
 

[値] 

1.1 1.11 
[値] 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

19
6

19
6

19
7

19
7

19
7

19
7

19
7

19
8

19
8

19
8

19
8

19
8

19
9

19
9

19
9

19
9

19
9

20
0

20
0

20
0

20
0

20
0

20
1

20
1

20
1

20
1

20
1

　　　　

バ
ス
の
横
転
火
災
事
故
と
最
近
の
車
両
火
災
の
傾
向


